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　ヨハン・フリードリヒ・フランツ・ブルグミュラー〔Johann Friedrich Franz 
Burgmuller,   1806-1874 12月４日〕は南ドイツのレーゲンスブルグで誕生。

















































































































































































































































































































































































































































































































































The Japanese tradithional arts and manners.
Aiko KURANAGA
１　はじめに
　今日まで大切に受け継がれてきた日本の伝統文化。その一つに茶の文化がある。各地に
茶園が広がるその風景は実に美しいものがある。今年は栄西の800年遠 にあたるが、そ
の栄西が記した「喫茶養生記」の序に、「入宋求法前権僧正法印大和尚位　栄西録す　茶
は養生の仙薬なり。延齢の妙術なり。山谷之を生ずれば其の地神霊なり。人倫之を採れば
其の人長命なり。」とある。日本ではすでに奈良、平安時代には一部の貴族の間で茶が飲
まれていたとされるが、この鎌倉時代に活躍した栄西の存在無くして、日本の茶の湯の文
化は語れないといわれている。
　そして、その栄西と時を同じくして、鎌倉幕府の初代征夷大将軍源頼朝は、源氏の出で
ある源遠光父子（一世小笠原長清）に武家の礼儀作法を作らせ、これが800年に及ぶ小笠
原流礼法の始まりとされる。
　その伝書の中に、「水は方円の器に随う心なり」という言葉がある。また、礼法の躾和
歌には、「足も手も　みな身につけて　つかうべし　離れば人の　目にや立ちなん　不躾
は　目にたたぬかは　躾とて　目にたつならば　それも無躾　仮初めの　立居にもまた　
すなおにて　目にかからぬぞ　躾なるべき」とあり、社会人として当たり前のことを自然
に振る舞い、品格というもの、その極意を記しているといえる。互いの人間性を尊重し相
手を気遣い思いやる心遣いを、その時、所、相手に応じて自分の立場をわきまえ慎み、目
に立たない自然な形でさりげなく、言葉や所作でその真心を伝えるということ、その根本
理念。日本に古来より伝わる儀礼、受け継がれてきたその文化、そしてその根底にある心
と形の礼法。あくまでも相手を敬い、周りへの気遣いを根本に据え、しかも合理的で少し
の無駄もない美しく写るその基本的な立ち居振る舞いとその内なる精神を、今日に伝わる
茶道にも見ることができる。
　鎌倉、室町、安土、桃山と続く武家社会の中で、織田信長、豊臣秀吉に仕えた千利休に
よって完成された日本の伝統文化・茶道。千利休の茶道の心得とされる「四規七則」。そ
の根底にもまさにこの「心と形の礼法」と相通じる精神が流れているといえるのではない
だろうか。
　本稿では、鎌倉時代から伝承されてきた小笠原流伝書の教えを紐解きながら、心と形の
礼法とその極意について考察する。
２　日本の節句行事
　日本の礼儀作法について紐解くとき、代々大切に受け継がれ語り継がれ守られてきた「文
化」がしっかりとそこに存在し、その精神その心が形・作法として継承されてきたもので
